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1型糖尿病を考える全国フォーラム
Ej本糖尿病療養指導士認定更新のための研修単位(2君羊) l単位
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患者･家族の未来に向けた多様な選択肢
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l日､Ir)DMネソトワーク

剛1く井上　龍夫

皆様､本日は日本IDDMネットワーク創音.10JSJ年｢l狩.!桝城1rlljを考える全l止1フォー

ラム～′吸音･家族の未来にFl'JJCナた多様な選択肢～｣にご来切いただき､誠にありがと

うございます｡

日本IDDMネノトワークは､今iJiで設t-/1から10年を迎えることができました∪これも､

今回ご水場の伴様を始め多くの-JJ一々の多大なるおノ)添えによるものであり､この域を

借りて心よりお礼を申し卜.げます｡

日本IDDMネットワークは,平成7'rT:･川17Hに発生した収神淡旅人'lJi災において

被災地の(.ih.者がインスリンの人手等に大変なlr.I.-･労を強いられたことをFjj概に､こうし

た緊急時の対応.を含めた全tElの.駁者･家族会の迩桃を阿ることを目的としてFH仲9

川二｢全国IDDM地縁協.iJV会｣としてスタートいたしました.-その後ニースの拡大に

伴い､全国のインスリン依1'i噌枇収病患者のl'卜川仁.進L:l体としての使命に桃梅的

に応えられるよう､平成12iI'･に｢全lhTIDDM辿紡協議会｣を発貼的に解消して｢特

起非常利活動法人全国IDDMネットワーク｣を.没:JlL､また平成15年6川二は世非を

視野にいれた-･lL某腿問も目指すべく｢特定非常利活動法人tト本IDDMネットワ-ク｣

へと改称して現似二iiっております_.

ご承知のとおり､川里拙城病はr=T本での年IEu発虹率が10Jj人あたり1-2rTと少な

く､ ･椴にはあまり知られていない1113'式です｡そのため､一･枚社会ではもちろん､r,;･J.療

現場でさえ病',I(が正しく認知されておらず､ ｡rLl. E･や家族が社会牡抑二おいて心軽

い差別を受けたり､適切な親書韮指埠が受けられなかったりという現月JlがありますJまた､

小出･ i_Ii'rl-'一期発症が棚対的に高く,一生をインスリンに依′fするィ､治の病との''1.'EI.J･

を受けたJtii者や家族の不'左は計り知れないものがあります｡

そのため､私たちH本IDDMネットワークは,広く社会に対しこの1;Ajlこと.Til.者を取り
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巻く城主境への拙附を求めるとともにJif.斤や家族に刈L Ill.椎でiitに:/.つIIIJ剖打.'l供を

子JJい､少しでもイく安を耽り除き前向きな')も持ちで頼1引二取り糾んでもらえるよう11.T.一動し

て参りました

20021l:･には｢lTW_糾城端[IDDM]お役､lzこちマニュアル｣を党1JJ.しましたが､ 1I')初

のT･憩を遥かに超え､j兇LI三10.000部もの蒐行に,Ti.り､マニュアルに対するご安qIの

多きにfiききました｡また､このマニュアルはH本で初めて､枇尿病LJjr'LJlシ三･背理栄超L･･

.Til.B･教職Li･行政職11などがそれぞれの'Jj_PlJ分野をいかして･つの.lI物として紬

111-した川LJ.枇Jbi鵬のカイドフソクであり､.1且符のニースに介った'jlの高いF^]容になっ

たのではないかとrlf'lしております二20054r･'･にはさらに内'4:享を追加lして｢1呼).桁収病

[IDDM]お役､IF.ちマニュアルPart2｣を7.000邦党子iL､こちらもJ氾/1:_令囲各地から

お問しイTわせをいただいているところですこ

これ以外にも､これまで調禿研究､シンポジウムl馴ti'.による広枇iITT-動､行政への政

刺,Fl. i'(ロピー活動) ､ lEj三松関係川体との辿挑強化など1f:･々fll'動の帖を広げてきて

おります,

･ Jjこの病',(己にF耶つる環境にも変化が起き始めています〔 lk-;癖技術の進311･はY.1

しく, Il:_ilTT.パターンや作調にあわせたフレキシブルなインスリン#.手法も叶能となっており､

-昨ifH二は川糾..,移帥｣がn本で初めてfiわれ､すでに移桃を･まけた何人かの.Eit.

許さんはインスリンfiミ射から解放されています｡様々な分野の節1線で7Tf純一する1刊

枇li納JiIL斤の)j々も増えてきており､私たちにとって人蛮さ'f･ほしいことと考えておりま

す_

今回のフォーラムは､このように.む者を取り巻く環境や仏者のニーズが変わりつつ

ある中で､あらためて私とも一lLl.符･家族のL7tかれている状況を鑑みて

1新しいrr':療や!且符文接ツ-ルの選択肢を.lil･.片･家族に'J;すこと

2 -ril.H･家族へJ亡'^ことIl)JHへの功'JiをE7J･えること

3 1椴のJJ一々にこのlq.!桁尿納とその抱えるIhrJ過を】[:.しくPP_解していただくこと

をねらいに触E7LiLましたUさらに､ ノit.1引二は･.tl;一段じっくり手にとっていろいろ比比べ

るチャンスの少ない｢115g.枇尿病関辿製liL71｣の鵬示会を併設することにしました｢こ

のIi呈示会は多くの例係企業の)j々のご協ノ)でり三現しました_､これこそ.呪物を比て､

触ってどんなものが｢jJL/[･'_の選択肢｣として存在するのか患者ILl身で確かめられる

良い粍会になるでしょうし今l=Jのフォーラムは企tEIlJAから迎li;::まで/1号て.Eil.#･家族がi:_

体rlt)に取り組んだまさにT.･作りのイベントです,_､その分､畔伯イり且や配胤二イ( I･分な

点もあろうかと思いますが,この2HF'ljJにわたるイベントを過して.出荷･家族の方々には

明日からの療在生iFJに付かひとつでも明るいものを比つけていただき､心音･家族以

外の))-にも1当LJ.桁収納.tit.者に対するiL旺解が少しでも深まるような')三り多いフォーラム

となるよう祈念し･開催のご挨拶といたします･｢　　　　　　　　200昨lJJ

Llt'L･''P'IlJlJII ･J'IH HJ:　　　　turl=JltIlin.l･L･'tlT1
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プログラム

1月28胃　四囲EB日　印
■■･甘･t･-[=群一･.　1型糖尿病を取り巻く環境と日本IDDMネットワークの取り組み

明治大学アカデミーJli-ル　　　10 00-10 15　　　　　　　　　　　　m･,LJい.1州.I.刺..).人【日.IIJIJlけノトワークPHJに　井Ⅰ二I汚ii )こ

夢をおいかけて
10 15-1030　エアロヒソクユー利和チャンヒす.(200がl 1,OlJ31日1剛服すLmtf; f■日本人一,1･てl　大村.泳･

l型糖尿病の最新インスリン療法について　-ポンプ療法を中心に-

10 30-ll 30　　　　　　　　　　　　　　　JmH..･,人,･人･, Pn.光江小iuLEI､一Jl之ノ.,-　川村　PJ.行

ビデオメッセージ
11●30-ll 45　　　　　　　　　　　　　m5Il 7亡岬Jj汎神タイガーストラ7卜析Zfl.LHr, ?:- ‖　　稔

休　憩

さあセルフマネジメントを始めよう!

13 00_13 45　　　[)柳川書川セルフマイン1,日三は　伊雌雄ifi刷り<､ i;亡野文代､武rrl飛lLi城

藤島移植～ l型糖尿病根治へのEj-ドマップ～

13 45_14 45 I.r北大純,.rE榊脚山ド,t附.I,捌け-ムリーダー　松本･l･iFi ･ &仲'li揃/･(移帆Ti1月)

休　憩

チャレンジ精神を持って生きる　　　L呼糊J州り即',L　ル/トコ-/ムニ7J州-タラ(ミ/ク丸/1ハ/代人

15 00-15 50　　　　　　　　　　　　　　JOHN GATHRIGHT(ションギヤスライト)

ミニライブ～夢をつかむまで!

1550-1620 lFFJ附加.,ri.7; qrLとユ-モアのハラー川T HANZO

1月29sEi"固口吻初E.q
■l'洲IB■甥■Ⅰ●1　　　第l分科会(定見60名)

飯田橋レインポ~ビル　　+　より良いコミュニケーションのために

喜吾り合おう～患者の気持ち･医療者の気持ち～

1･第2bel4fLei諾Zo,r完)ゥント

～炭水化物で決めよう!インスリン～

汁　第3分科会(定員50名)

学校関係者と家族のための1型糖尿病教室

･,第憲雷品誤た.まどうする?,
～災害時の行動指針と支援～
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プロフィール

水瓶座　O型　天王星人(-)

1998年1型発症

散歩､F-l観戦.占い､が好きI

takako-anaml@uO 1 gateO 1 Com

フリーアナウンサー

阿南公子
(あなみ　たかこ)

フリーアナウンサーとして

7.)-ランスで｢声｣の仕Ijlがしたくて､昨秋サラリーマン生活に終II-_符を打ちました｡.f.I;齢化傾向

の日本で｢中砧',f:･の､ lEl.T.jJ'牛による､中['tl:]一年のための女子アナ｣を目指します(笑)

DM患者として

DM発症時は海外にとても興味がありましたD就職､移住､旅行V･々､あらゆるシーンにおいて､いつ

も外Llの地がf?Tlを過ぎります｡だから､ ｢桁城病｣と診断された時も外国の糖媒病恩符は何を食べ

てるんだろう-?なんて考えてましたC今でも､グルメの国イタリア､フランスの糖尿病食に興味沖々｡

-絹に探れる人がいたら連絡ください｡

仰望芸格缶

○

S'･LTt'q

1型糖尿病研究基金
別添の趣旨uT'を是非ご覧ください｡

~　一一一一一一

･JupulL LDDJl '～く･lLt･n')～　　　　101h qlZtZE'L･(,1･sal･.V
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敬
シンポジウム

1型糖尿病を取り巻く環境と日本IDDMネットワークの取り組み

i▲

プロフィール

1952年　東京に生まれるD

1991年　忠子(当Bち7嵐)か1聖糖尿病発症

1992年　つぼみの合壁矢口　岐阜に入g:

1996年　つぼみの会空知　雌母会長らも佳

1 998年　全EglDDM連絡協議会代表軒雫5,t任

2000年　特定非営利′昌削法人全国‖⊃DMネノトワーク控市長S,t佳

現　　在　特定非営利′看勤′去人目本日⊃DMネノトワーク摺苛Ei

つぼみの会空知　は母芸良

空知県難病団体連合会副会長
(初)日本糖尿病協芸小児相尿玩苅弄委員会副委員長

El本慣性疾悪セルフマネシメント協会増額

職　　業　芸社員(研究開発)

耶',立J) I.･･.:利TlWr;Uは人

日本Tr)r)Mネノトワーク

則り<井上　龍夫
(いのうえたつお)

■l型糖尿病を取り巻く様々な問題と解決のアプロ-チ

1.医療･福祉制度
･20歳未満の医療費支援､福祉制度⇒小児慢性疾患治療研究事業､特別児童扶蓋手当の全国一様な運用

･20歳以上の1型患者の医療費⇒公的支援の導入により貨の高い療養を継続

2.情報･相談
･患者･家族への惰弱提供⇒冠新情報の入手､最適な選択(療養手段､生活環境)

･医療相談､生活相談の窓口⇒愚老同士の支援､患者教育､ピア･カウンセリンク

3.生活環境(社会の理解と受け入れ)
･学校での療養と理解･協力⇒差別やいじめのない教部買蟻

･就労､職場での問題⇒病気をオープンにして就職,差別のない職場環境

4.医療･療養環境

インスリン療法､SMBG ⇒多様な裂臥安全性.新しいデバイス(ポンプ､非侵襲性)

食事･栄養指導⇒ l型糖尿病の合理的な食事の考え方確立で患者負荷の軽減
･新しい(根治)療法⇒牒島移植､再生医療の研究開発促進､新薬承認､保険適用

5.危機管理

大規模地震時などの対応⇒患者のとるべき行動指針､サポート側の体制の整備

r日本IDDMネットワークの使命と取組み(これからの10年のを描きつつ)

患者と家族が安心して暮らせるために
･医療･福祉制度なとの共通な課題の解決､改善への提案(行政への政策提言)

･社会からの理解と受け入れの推進(公開シンポジウム､マスコミとの連携)

災害時などの緊急支援体制の実現(行政､医療機関､製薬企業Tiととの連携)

正確で新しい情報提供､きめ細かい相談対応
･国内に巡らした情報ネットワークによる情報発信､調査研究､問題の発見

様々な機会､媒体でのきめ細かい相談事業､患者自立支援(セルフマネジメントプロクラムの普及)

安全で質の高い医療､根治に向けた先進的医療が受けられるために
･専門医との連携､患者側による先進医療の研究開発促進(l型糖尿病研究星金の設立と運用)

･製薬企業との直接的な情報交換､医薬品･医療機器の安全性向上に向けた協働作業

JrLP'LF'It)TJlt 'H･tLt u').　　　　LOth EE,ZnE-(,(,,･Lqar.V
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シンポジウム

夢をおいかけて

フロフィール

●雛市大等教告等郡2年

●ススキワールドカノフ(世界エアロピソク選

手椅大会)2002 2003シユニアハ-ンテ1

一ンンクル部門(14-1 7歳)優勝(2連郡)

●ススキンやハンカノブ(全日本エアロヒノク

選手権大会)2005-相の郡(1 8歳以上)男

憎ンンクル71立､ペア準俺憐(世界大会出場

′央定)､トリオ31立

大村詠一
(おおむら　えいいち)

◆エアロビック演積(シングル)

◆インタビュー

･糖尿病になってよかったこと

･抑尿病をI'J分の個性と.Iil.うこと

･今後の省く

J叩EL,a IT)I)M I'(･tu･nr/II Loth aluu'■･(,r.qar.V
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シンポジウム

1型糖尿病の最新インスリン療法について
～ポンプ療法を中心に～

娼憾,.:｡ U.'U.垂｡Wylm､H

川村智行
(かわむら　ともゆき)

プロフィール

●昭和60年/大阪市立大等医等郡卒業

●平成3年/大阪市立大学大学院匡芋研究科卒業

●平成3-5年/カナク国力ルカリー大等糖尿病研究所研究ロ

●平成6年-/大阪市立大学大学院発達小児医学孝女室助手

この淋範では､できるだけ,rl.･体的な例をあげてF{･新のインスT)ン瀬f法を紺

介いたしますし.

1.インスリンの種類とそれぞれの特性

速効1ttL中間型､超速効型､持続型インスリンと使えるインスリンの種鮒ま

増えましたし

それぞれのインスリンの作川時間や特徴を坪解してうまく使い分けましょう0

2.生活に合わせたインスリン療法の選択

インスリン療法にJl･.清を合わせるのではなく､年齢Jlミ177'などにインスリン椴

法を介わすことができます.様々なr.夫を紹介します｡

3.超速効型インスリン(ヒユーマログ､ノボラビッド)の使い方

速効刑インスリンと､超速効ZtJ.インスリンの追いを理附してうまく使いましょう｡

4.持続型インスリン(ランタス)の使い方

持続噌インスリンは､と'のように使えばいいのかを紹介いたします=

ランタスは血糖を維持するためのインスリンと考えてください.=

5.インスリンポンプ療法の紹介

インスリンポンプは､牡しい･ 1･_級の治療法ではありません.-,誰でもできる筒

rilな方法です｣.とても便利で､快適な方法です.=.使いこなすと血糖値コントロ

ールは､ 11りi釦､なく改1-(I-します｡

6.カーポカウント法の紹介

超速効糊.インスリンの効果時間はちょうど炭水化物の血書捌二及ぼす時間と

l‖Jじでサーですから食■jlJ泊のインスリン[1-の.汁節目二は食小小の炭水化物iLi

で決まlはす-それがカーボカウント法ですっカーボカウントをうまく川いることで､

食生活を21.かにできると.riT.います.

･JtEPE川LLIDIJ IE(JtH LIT lt. 10tlz tLTZlZE'(.(･rt,tLl･V



シンポジウム

さあセルフマネジメントを始めよう!
～セルフマネジメントプログラムの概略とワークショップについて～

プロフィール

●昭和43年5月/声,i潟大学匡学部

卒●昭和46年4日/ 19生省入省●

平成1 1年8月　F2生むtLtrk正乍㌫局

氏-●平成13年1日/ 19生労働省医

正文局長●平成1 5年3月　′才土団J去人

全国社会保障協会連合会f空耳FJZ只

職)●平成17年10月/日本†野性

疾懇セルフマ才ンメント協会摺Trl

良(現職)●雅職/日本医科大字理

lJ似洲わ.･1-ヒル77イソメンF l払1':　Ti澗協孝国王璽Ti

…lー伊藤雅治
(いとう　まさはる)

77//-トレーナー

京野文代
(きょうの　ふみよ)

且
日射コケE iJJilセルフマ7･ンノントLrllミ

武田飛呂城
(たけrE　ひろ吉)

S

プロフィール

[セルフマキノメント1琴入プロノ

工クトrの発足に先立ち　2004年

10日､スタンフォード大学にて研

(三を空け､マスタ-トレーナーのif3
I;･'Ll ･1.1 I:･

2005年7月　窮IE]リークー研

(≡(東頁H:おいて､ 13名のり一夕

-責成にEi献G

2005年10月､｢雫舌中心の医療

を考えるE]防`ノンボンウム2005j

(巳本裂文工3:協会主催)にハネリ

ストとして空相n､ ｢セルフマネシメ

ントプロクラムH=多くの関心を恥

める｡

地元回LLJては､亮等研究員とし

ての仕巧の傍らホランテ1ア活動

を行い　小児で発症した1聖†た院fFJ

習名､思杏朋あるいは働き盛りに

なって尭圧した1型柁尿玩恩名の

よさ相談相手となる｡2004年｢カ

リクソンZiJE3223｡

プロフィール

悪名芸てセルフマネンメントプ

ロクラムと出去い､2005年7日

のリ-夕-研帽にぞ加｡同年10日

1 El､日本憎は挨EBセルフマネンメ

ント協会設立の町､同協会の諏手芸に;

tjに｡現在は協芸の広幸Elやワーク

ンヨノブの運営なとを担当している｡

また　自13も協完のリークーとして

各地でワークショップを問催中03

日にはスタンプA-ド大字でマスタ
ートレーナー研(;を受講予定｡

･JtEP(En LLJDM tZtイJl ul /Ll

瀞

lJiI′1疾.EiI.の人のためのセルフマネシメントプログラム()也

柿,セルフマネジメントプログラム)は､村F_7スタンフ寸-ド

人/i::l'ji/j･':.取Eil.符教ff研究センタ-でE】F】党された.公方

教ffJプログラムです,このプログラムの研究は､ 19701E:･

代綾l'--からケイトロ-1)ッグ氏を小心とする研究チーム

によって好はlはした.研究チームは多くの･r削11三校一rLlir･も

つ人へのFliは耽り別館をもとに､他日:.疾JiI.をもつ人が抱

えている悩みやニースにこたえられるようH体的なテー

マを絞ってプログラムをF;H党しましたし

セルフマネシメントプログラムにおいて､･l竣性疾心を持

つ人が｢セルフマネジメント｣するポイントは､以卜の3!!土

です

I.ifT棚のJ7'叩LJ_ (灘の服川なとtの治頼ノJJ釘について､ lシi

師と止いコミュニケーションをとりながら､ ILlらIr_しぐ)三

行していくこと)

2.社会′日.TJ.の･T印J1日馴Fl三疾一TLl.とうまく1･JきITいなから､

什rJiや家LJi､百リ1といった社会/l:iEI',-を常んでいくこと)

3.感ナJFjの･7'1;秤(病'.式からくる疲労感やイ;安､怒りなとと

向きITい対処すること)

日本･J竣性疾Jむセルフマネジメント協会では､一ZFl作.疾｡rii.

とともに/i:きるl･.で必柴なJ･...止3!.I.I.について/;::ぶため､

セルフマネジメントプログラムのワークショノブを随時J;i川il

していますし.ワ-クショップは協会で所'Jiiの.JIl純をF受け

た2 r1のリーダーのもと､ 10名前後の･Z･u･PL疾.ELl.を持つ人

がIjiまl) ､グループデイスかyション形式で;;･':べるようにな

っています,ワークショップは疾.Eil.のf,T.鮒二関係なく､慢

性+矢一EiI.を持つ人とその'25ミ族であれは"作でも･2.,推するこ

とができます-,

ワークショノブの問.捌1程など､ ‖T･･しいことはホームペ

ーシに掲収していますので､興味をもたれたノ)-はそちら

も二宮王くださいo

ホームペーシ　http. /wwwJ-Cdsm.org

10fh tu111E'L.(.t･fMr.V



番
シンポジウム

揮島移植　～l型糖尿病根治へのロードマップ～

),1 5tiJ､一J trJrJ.;r.rlHi;寸tLIに,..mJ.JI写fllチ-ム■J- 7-

松本慎一
(まつもと　しんいち)

爺~~■

仲谷満子{馴･1.か
(なかたに　みつこ)

プロフィール

●1997-1999/ミネソタ大学外糾フェロ-

●1999-2002/ワシントン大学外科フェロ-および臨

床顧問

●1999-2002/プーシエソトサウンドフラノトセンタ
ーフェローおよび主任研究Ei

+現在,5郡大字匡孝吉汚附属病院院器稽帽匡瞭郡助手

Dtabete5 Research lnslltUte Kyoto. DJreCtOr

プロフィール

1型糖尿病発症28年権に京大f5:l院にて2004

2005年と3回の犀島移伯を空け､2005年3日

にインスリンプリ-を宣言oIR在は低血相もな

く仕頂にあけくれる元気な毎日を送っている∪

1.排11'..,移flrlとは

2.降出移植の適応.

3降出移脚.の世非の状況

ll.仲山移桃をu本で始めるにあたっての叩_伯と['･.i労

5.畔IIL移机のIk際:仲山分離の1;亡大法の(TlrT :/_と点滴による移枇

6成&'1

7.世非とo)lE･剛1･一業:Diabetes Researell Institute KyotoのDlreCtOrに就任して

8. 1型枇JR嫡研究).I;金のお餅い

9. 1型枇JR1llljの根治へElL.Jtナての史なる研究

10ブタを川いた弼榊移fLfl

ll.幹細胞からのヘ一夕細胞創)LiEと増地

12　DreanlS

･J叩`亡n LDDIt '～(I(LLlu'lL,　　　lOt/A aTuZE'一,i,I･LgEZIT

閲



シンポジウム

チャレンジ精神を持って生きる

4■』

ノノr･コ-/ムニスl ･ノリー'/ソイミ/I/ E二･ノJ〝､/lU'

JOHN GATHRIGHT
(シヨンギヤスライト)

プロフィール

1 0人｢宇放.8人兄弟のF.発｡ 1 985年､†遜れの三英傑

の尾張名占rifに来日｡南山大学日本L,B別科にてEl本こ吾

を学び､91年同大学三年に編入､在学中よりテレヒ

ランオ唇弁且に出演.93年季芝し､日本人女性と紹氾n

二児の父君qでもあるn現在は聖和県J網戸市の蒜にロ兼昭

タルの原村を利用しツリーハウスを三重て蒜でtitT}らす,

またツリークライミンク(ローフと特用の道男を使っ

た安全な木:inり)を通して白升1とふれあい､その中で頂

上別こやさしい'LLをE;てるツリークライミンク.IJ)ンヤハ

ン(本部アメリカ)を設立u日本にレクリエーンヨナル

ツリ-クライミンクを紹介した第一人名てもあり200

5年には万1巧で自然体感プロクラムのプロテユーサ-

を務める｡2年前に日子が1聖糖尿柘を発症し､それか

ら毎日､才Ei予て共に支えあいホシテイブに何1Tiもチ一,

L/ンシし生さることに挑戦している｡

自己紹介&活動紹介

2OOl lT--ブイシカルチャレンシヤー(身体r,'TT.i.斤)の女性と榊メートルのr ･:木

へて至る挑純をしたI r叶わないと.Filnた'ill･をり三現したことをHの､11たりにし応

接できたことが､ /7､.LIJ'･の1㍍,'己が発症した叩､.Ll､ (-に維:/.った-ハリアフリ

ーの森でハリアフリー0)心をliて､いろんな人がIl.=lf'してlIfr_敬しあえる環境

を作っていくことが大切だと｡fiJ.う

幸せのペースはいつも家族

1.A,椀できる純(-の跡を築くために

心が性JJtAでさえあれはL朴即をrLl/JJで乗り越えていくJJをつけることが川来る

L'Ⅰ分はスペシャルrやればIIH.来るIというE'lI.iを持って/Jiきてほしい

いくら什■｣iで成功をしても家族で成功しないのは本-L'1の成功とはいえない

1型糖尿病を人生のポジティブな切り札にしよう

この病',式になったから川来ることをいろいろ党比

家族/1号ilが仙IJtに刈する心がけがいい)JHI'IJに変わってきた

アメリカの1型糖尿病キャンプに参加して

2004勺:-､'35く族で初めてl Jt柑FfJがおのキャンプ(アメリカか)フ寸ルニア州)に

参加したときの様/▲

ドリームメーカーになろう!

いつも)Er:を持-)て/I:.きることは人切だと!よっている　その少が比つからない

I)I.Jiは.fl:.かのせL.:を応接しようとiJL父から教えられrJ分は/I･-.きてきたノそして｢J

分も夢を叶えながらここまできた｡ /ゼもが-El:を比つけた日.'fCま､応接できるト

リームメーカーになろう_

-I'tlltrTJ IIJt)lJ rJ{･IJ''･lJ.～

且◎

loth a lとtZ t't-i,Bl.blEZ rV



シンポジウム

ミニライブ～夢をつかむまで!

プDフィール

疾しのハラード在勤うシンカーソンクライター

ライフ　ディナーノヨ-て全Ei]展開中

石拓2　ノンクルr心花｣アルハムrインスリン依存型｣

カラオケDAM ｢心花川､配イこ｡

5曲入リアルハム｢インスリン依存型｣発売中

指致櫨吉名の烹族へ贈る｢北の15よ｣発売中

C,恨県安来市出812月13日生まれ

日長170cm､体重54kg A型

1吋J棚状的ILIP; qrLとユーモアのハラート歌JI

HANZO

｢インスリン依存型｣のタイトルについて- ･

19歳でクラブ軟T･.や水J･E･:キャンプ等でライフili劫していたが様々なSJ13'.式のためその郁比職業が変

わった｡後にIL;ニケ業マンとして1Ofl:･軟を就けながらトップクラスの成続を維持してきたが､T7･成11中に川11_

糖妹病(インスリン依JT･判)と,I.をl析_l度･Tt:なる肺炎で､入退院を繰り返しlミ'fF･勤めた併業会社を遊子ll._

1 1川J他).Liにかかわる食.I,I,や浄水器のセールスをし､ 1'-･成14 'rF･より歌手としてライブiLTJ-4･別3日始_メキ

メキ体ノ)をr‖7臥その年･は今までのブランクをJtIiめるかのように40本のライブをl三】ら企【山JILFLIJ,拭した､T;･

成1 5iliに"Ti部ミュージックスクールを開校っIilF:･培ってきた歌のノウハウを指乱視イ[三′I1-_従放80名､ I)三

j践Ji11_のレッスンで発)<会やライブをLll心に子iうL,

･E･･成16年7川ニシンクル｢心花｣リリース-,ラシオ､テレビの出納､ライフ､ディナーショーの他､IJJ線放

送､カラオケDAMにも卿)令L叫をキャンペーンでLLJlる.

平成171E-:12f川1の地元J:3根LT.).で行われた1型小児靴収納の√･供たちを文揺するチャリティ-コン

サートには600人が参加し地元の支矧71]作に'.i,:付し､その松枝は山陰地方全l二に8分のニユ-スとし

て取り1･.けられてい引出になっている_I

今l･.lのタイトルの山束は､今まではしてた病名を､同じインスリン注射を打ってる人たち､特に小さな(i

供たちに~この柄',式のおかげで伐は飲手の迫を迷び)亡',式に溝助していZ/という1-Jiをlil･えたくタイトル

にしたり

｢心花｣について=･

この伽は平成1 511:･2川二党Jくした.コ少女が広い野Tl;TA.の1■(-ん中でしゃがんで叶隣な小さな化を眺め

ている凪,rll.がHl1m玉をかすめ...■iJとメロディーがIL･]時に=てきた｡どんなにr7分がIll'Jけなくで惨めと思っ

ても心に花を持って三■もっ山ぐに進んでいけば必ず道は開けるから共にliJ･-んで欲しいL特にr"lじすl-AJ',ELて

癖貼る(一供たちをこの歌で応手左していきたいとの思いでこの曲を歌いつづけたい-

1 00円募金運動

cD1枚に対して､またコンサートチケット代から100HfElき(杜)口本脚水病協会に'.馴Ijする迎動を平

成1711･-･3JはりF芹J始

･J叩L川tt)(州J ■王`▲′tLT'JrI:　　　10th annEL･(,l･.f;alT･

且且



番
展示企業配置図

敬f:(.&'I

･J''pLLLI LDI)M 'zp/ll･nlI..　　　10(Iz LZnnLt･el･Saり,

IAヱ

ホール入口

夕べレ工

日
本
メ
ド
ト
ロ
ニ
ッ
ク
(
樵
)

宵
闇
且
㈲
且

周
蘭
凹
[
且
[
且
開
園
阻

且
囲
[
且
[
且

Mr好仙

‥
=
‖



敬
tJ十 ′一一 調� � 

ShElnThこ 棉"����� 

･轟 ��その笑顔のために 

rj瞥■-′■■一一■ � 

i-◆● � 

′′ 凅貞�4ﾘｭ��駑津rﾒ�玖ｹｦ踟bVF�6ｴ��

･JaI)LLIZ tDLJM lZ L･lLt,ul Ill

A_7?.

Loth allnt-uE,rt,ul･V



拳
ぐ｢

scJnoFiくコYenlis

糖尿病の患配んとその家族を

私たちは支援します｡

★稲尿病の,JB癖は良8療法とi野勤療′去が堤本ですし

文物療′真については医師の指示をよく守ってください｡

l      l  L 【

私たちの糖尿病に対する研究の始まりは､インス

リンの発見(1921年)の1 0年前にさかのぼります｡

その結果､インスリンの製剤化や世界で初めて

経口血糖降下薬を発売することができました｡

今日ではインスリン製剤･経口血糖降下薬を始め､

自己検査用クルコース測定器を含むラインアップ

となり､糖尿病医療全般にわたるお手伝いが

できるまでになりました｡

私たちは､これからも患者さんの病態に応じた

診断から治療まで､糖尿病のトータルケアを

サポートしていきます｡

V/フイ･7ベンチイス株式会社

I)(TPu n tDD.It lit,ELITurh･

且4

10(A aTZIZillL,T･.qaIT



瀞
血制定器=プロフリースタイルフリーダム 

回田鮎-,庵. 田EFergoSeSEs滑.掴 新技術採用により､わずか0.3FLLの.一一七一一一一-__._ 
血液で血糖測定が行えますo 指先はもちろん､手のひらや痛みの●測定時間短縮(およそ5秒)●お知らせアラ-ム機能搭載 

少ない腕からの採血.測定が簡単にいままでの=プl)フリースタイルセンサーをそのままご使用い1tだけ‡す. 

冨はしたo 

･ILEt'〝'E LDDJt 'Z',twM /Ll lOtlHElll～ELuE,1･f,ar.V
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瀞
よりやさしく､より簡単に｡血糖管理をサポートします｡三和化学研究所のSMBG製品

小型血糖測定機

クルテストシリーズ

}｣●
クルテストシリーズは､ 1991年

の新発売より､多くの皆様にご愛

用頂いております｡

測定機が進化しても､やさしさは

変わりません｡
クルテスト巨クルテストEH　クルテストエースクルテスト

エースRクルテストPRDクルテストPRORクルテストNeo

採血用穿刺補助器具

小型血糖測定機専用電極 ディスポーザブル採血針

グルテスト　　プルテスト　　SKKブラッド　ジェントレット針

センサー　　　Neoセンサー　ランセット30G　　　(専用針)

多芸表芸≡和化学研究所
5 1( I(不杜/名古BL高1匹*外堀町35暮地TJ6ト8631

覇01 20-0781 30
汎暮1耶Ⅶ;ilE■J･脚LLI叫巾BJi

･JuL'〝n tt)DM ''`イtt u'l.I Loth ELK,ZL't-(〟.h･al-y
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番

株式会社トップ管囲

f･ y7.3/淵ンプTOP-8100
-毎日のインスリン注入をより快適に､セーフティに～

･インスリン持続注入療法に適応するポケッタブルなポンプです.

小さく､軽いだけではなく､薬剤入りの

シリンジがむき出しにならないデザインを採用｡

ポンプ用のソフトケースも標準にて付属｡

オプションではデザインにこだわった

ケースもご用意しております｡

また､生活のパターンに合わせて基礎注入量を

l時間毎にプログラムできる機能を搭載しています.

こさ

さ　■■-i√　■r

＼　j
十十十十　十十十十　十　+

iJ芦品1A30(寸lめTjT引ク1 7)

(オフンコノ品)

留置針､翼状針などの消耗｡l=E)も､腹壁の負担

が少ないテフロン留置針､そのまま固定で

きる翼状針､垂直穿刺の翼状針等､ EIEjl]種が豊富です｡

テフロン留置針は､ラインと切り離しができ､入浴などに便利です｡

曲げても潰れにくいチューブを採用した粘着式の固定テープ付です｡

国定用テープを翼にすることで､軽く､薄く､柔らかい翼状針を実現

しました(翼状針S30.S90) o

I)`'pE川tDD.V ''(,tu Url,･　　　10tlz atZnEl一･er.LSalT･
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番
血糖測定機器　J/

Ascensla

ア肋アブy-I
医療用只邑年可苗弓13日Y6075

おぼえやすい　使いやすい　費えやすい
みんなにやさしい､手間いらずな血糖測定機器の誕生ですo

･ハンドルを｢引く｣ ｢押す｣だけのセンサーセット

･使用済みセンサーに触れることなく､廃棄が可能

･自動校正で正確測定

･一度のセットで10回測定

'マルトース､イコデキストリンなどの影響を受けません

ハイエルメテンカル株式会社　　糖尿病を持つ人の応甲･(ト
〒100-8263　Tmi7日千代EBFulのll｣ト6-5　　　　http://www.ascensla.JP

｣　オート71-1Rクをングー

◎ JE霊Tlelahl,tLhRCfSr:

三~こ
L7;丘l岳大元

:ジョiソi･エニ′l-･ショニ′ソニ′ II王t孟1吐

メテ1カルカノハニーライフスキヤ/+tt写

千 10110065 T市8千代田区西井田3丁目5暮2号

hLIp //www LlloScan JP

事8ZlBにⅦするお問い合わせは

ライフスキャンカスタマーセンターまで

01 20-1 1 3-903(*桃Lほ)

2411136SE)*fI　)AJ- I.T･三.

H rl l rl_lユrJ Pl　空っrrlつn｣t rJrヒ,n

r/L

■/∩Hrl Cln　⊃ lrTr:コ　E cI｢■ー~ココl

l E:ト. J L〔｢_UT

n Tc 1 rr　⊂･二しこ(,｣

試されましたか?｢手のひら測定｣

血塘自己測定器

ワンタッチウルトラT"
神経の暮生る指先をiF!けて､iilglの大きな手のひらから測定することで

採血時のAカをqitL､安定した粥定をPBJBに行うことが可能ですU

また.指先からの淵定との用rRl性もZEいことが分かっています/

r手のひら潤定｣は､皆様の美加をサポートしますo

.ILZI'un tDDM IZ`･lLLpO'･h loth EInlZiL･L,1･ぉar.V
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あと 琶妻■!:-dW. 重要]:, ��"��G��ｸ�Hｮﾂ�8JCB粤､定ｴ�+�霾(���7t会 ■ロ ヽノハープセト 7ttF2 ■■■コ【:- ,L..61真■キBtl7壬.-J35n_ml 

320kcalと 仄豫8尨ｶ�Uﾂ罟���____-____) {=.ゝます t○.ip 

ご利川&.様のJ}-からのご'Ri!ですo 

闇◎卦静塾恕個』 
a-."eT福のタイへイから､ご提案します. 

∴T.∴ニ:,_エ相似柄などのft-.Jf蛾はに､ダイエットに.恥路Ltがけるガに､おすすめしますo;丁.≡:..て言 

.iJ辱琶I=折u≡臼■転宅覇≡31■■ 食事の組み合わせでl日､1200-l800キlj力lj.J-の食事ができますorTL王喜脈tJnq 

I ,最寄りのタイへイより 

･JLZINm Jl)Dll 'uイ化u').I LOrll unlZit･el▲叩rtV
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より良いコミュニケーションのために
語り合おう～患者の気持ち･医療者の気持ち～

この分科会では､.EiI.斤とL'^三城E･のI/J}弟の追いによる考えJJJの追いを押解

しあうことが【川tJです,,

ほんの少し､州T--の'JL持ちを考えてみることで.Til.片J'J;IJI,(片奴)jが'^己分良

くコミュニケーションを取ることが川氷るのではないでしょうか

1.病院l^)での..il井と茄.避師の何'Jlない会目方のIIJで､ LITJj)Jの'..-(持ちがす

れ違う場rl11を見せ､同じIJJ解の会.講でもほんの少Lo)配収で･/rモく追う一2･け

取り)iになるという例を柳介

2毎Hの辿院で,ril.片が何を考えているのかをコミかレに脚介

3 LitfH病院のl^Jでめまくるしく過ぎていくtkI城モ斤のl ll.;;,1'を軒i介

4. 1Jtr]_枇J水病一也符のとある1r Iを*.71介

5.いくつかの例を寮.'1介後に少人故のグループに分かれてrHJ拙解iJtについて

.3.万LfTい､その内解を先夫しあいます.㌔

･JupLLn tDDM nFtLtlO'll lOlJz alZTH一,tNl.tlOry
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拳

かんたん!カーボカウント
～炭水化物で決めようlインスリン～

L..P,糾'藤本浩毅
(ふじもと　ひろき)

プロフィール

●2002年/大阪市立大写生ノ昌料等郡食品架喪学科卒業

●2003年/管理群集士､サプリメントアドハイサー

●2004年/生三岩村等ll‡士(大阪市立大学院怠傑康科学研究科)

大阪市立大学医学那付属病院栄麦田勤箱

◆分科会で話し合うポイント

1 ･食TJJl椴法の必要性

2･必要摂取エネルギーと炭水化物JTL_

3･インスリンrft:の計‡‡jl'法

4･カーボカウントと食品交換表の述い

51炭水化物を気にする食品と轍祝する食品

6･GI値

dMIZ'丸山千寿子
(まるやま　ちずこ)

プロフィール

日本女子大学家政学郡金物学科教授

◆分科会で話し合うポイント

インスリン1を決めるために

1 ･糖質の種有iによってl<別すべきか

2･脂質を軽視して良いのか

･71LP･L･Z tDDM ･托,Elk.ul/Ll lOEh αlLuE'L･ピnqal･.y
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瀞

学校関係者と家族のための1型糖尿病教室

火1話人･, tlF.I,i.試F什killW,L枇IRlt･1代｡甘内El助JI

u掩帥大杉　満
(おおすぎ　みつる)

1型糖尿病とは､どのような病気なのかの説明

･インスリンと血糖値の問係o

･インスリンは体のどこから出てくるか?

･ 1411_糖奴病とはなにか｡

･日本に1型糖尿病の患者はどれほどいるかo

･治療しないと1刑糖尿柄は体にどんな影響をLj.えるかo

･ 1型糖尿病はとうやって治療するか｡.

･学校に通うことと､糖尿病の治療はどうやって両立させるかo

･学校で;ほつけることなど

小一(枚益過才生血

U頻師　大崎久美子
(おおさき　くみこ)

･IuINNZ IDDJJ ′～【,t'L u'/～　　　　　LOth atuzt'tlt,r9°r.V

二∠さ



番

大災害､その時あなたはどうする?早
～災害時の行動指針と支援～

山本康史
(やまもと　やすし)

プロフィール

●1973年8日2日生まれ

●三並大学工学部卒

●三重県伊勢市在住会社役員

●主な参加団体/ハロ-ボランティアネノトワークみえ代表(イヘン

ト支援)､三重県口方ヌ三ボランティアコーディネーター

霞成協議会主義長(防災)､伊勢志T字NPOネットワーク

の会正会員(NPOノ言動支摺) ､三重県首E野古道アク

ションプロクラム専謁局市民事務局(まちつくり)

◆分科会で話し合うポイント

これからの情報提供

･大塊供災害とは?(口本全国どこでも大規模災吉の可能性がある)

･災Ii'･からの復旧･松興｢自助7共助2公助1｣の原則

全体からの意見募集

･ IDDM患者が災Ii;･に見舞われたときの不安点

･災害に備えて自分にできること(自助)と行政にお噺いしたいこと(公助)

まとめ

･災害時に備えた平時からの備えの重要性(自分マニュアルのススメ)

JLZPa lZ tDDJI IZ'･hLlur7.,　　　1Ofh a lHZ E'一,i,llぶa TT･

三5:



特別-.即日.1-勅法人EI本IDDMネットワーク概要

日本IDDMネットワークの役割

日4こlDDMネ･ノトワークは､患符･家族の会の仝

t7i=1的辿胡宅を川りながら､病',.い二村するfL的軍を深め､

:ri;i者の心のケアに努めることで､ ..rii舟がH ､:/1.でき

るようと指して参ります｡.

llI作的には､上に以卜のような非Ii;,'利の7押葉を行

います′､

1.ネットワークの拡大･支援

佃々の.Tis.符･家族の柑神的サポートのためHlil.者･

家族の会がない地域での..LrL､ZlIよ指や､!'J法人に

)こ加入の会との相川之交根4.字を行います｢,

2.政策提言

.JbJ {Jt仰'JTt寺Ji黙･､机淡内解等を踏まえ､20肢以

1.の.む舟への文接yl-T･､ ll:体的な政策を1是LJiJL

ます】

3.調査研究

災!.f.1時におけるIDDM.Ei:.､者の行動･文枝指別

の作成､スタン7サート人/;-':が開発した｢慢性疾Ei1,.

セルフマネジメントプログラム｣の日本･tL3_人､京邦人

I;-':移fLll外科qqL_出移帖グループとのjT.'･r朋Jf究､ ｢1

町側flJJ川; [IDDM]お役tILちマニュアル｣の作舷等､

iJj= ll:-テーマを..jL'Lけて耽り糾みます｢】

4,シンポジウムと患者･家族交流会
/ttl Flの,LrLi.肴や家族d7,:びに各｡Til･.肴･ '家族会が抱

える‖1R過の克肌iにIr'】Jけて､シンポジウムと仝国交

;'it会をfEj11f.一関促します_

5.関係団体との連携

[シミ松f対係川体との1I■i択交換等を通して､よlは

いL-'Jil1.6のありJJを15･えます｡

6.普及啓発

Irl付や蘇糾制作-の協ノJ等を適して､ 1 TF三川ヤ

flIi秘こJTJJするはこ約･ T.Jlllh'朋加二耳か)組みます.,

7.療育相談

ホームページAl;を通して､各柑梢桁のi,rl供やfII

.淡に対応します｡

8.会報発行

il主糾1F川iや一Ei:･.#･家族の抱える課過て与を掲載

した会糾･メールマカシンを発行します｡

･JELP(Ill IDD▲1J llL･tLLOI lt･

2魯

拳
･′L._つきあって行かなければならないこの病L己

を`r二1二fl,=された時のショ　ソクはみんな･絹です,み

んなで励まし合うことで､少しでもrU】じ病'.凡て悩

んでいる人達のお役に:I_てれはと.rよっています〔

こうした事業を適して､一人でも多くの!点者が

l_Jいl/..してfr･.会でIFl和して行くことは勿論のこと､

社会ili献LrFf動にもfl.綿毛的に関わりを持ってくれる

ことを川待しています｡

役立と耗旨と経緯

平成7 1F･ 1月17Hに先′liLた阪神淡路大'FITi災では､

枇i)'i地の患者はインス1)ンの入手:･i-に大変な升労

を強いられましたU　このIIi;災が1)雪枝となり､こう

した緊急時の刈l心をためた全国の一出者･家族会の

辿桃を凶るため､ rL･l'rl11 9 nに｢/1号lEllDDM辿綿rJlYMも

会｣が党止しました｡

その校､ニ-スの拡大に伴い､仝lEJのインスリ

ン依存1坦糖尿柄]点者のFIJ ､l/二羽た進L:l体としての社会

的1LJifr7に手Jl極的にl七.えられるよう､ li一成12年8月

21日に｢1沖JIDDM連綿協議会｣を/jtjuii的に附け=ー

｢特',三非J:r,I:利活動法人仝l叫IDDMネノトワーク｣を

諺;f.いたしましたo

さらに､ ､T71成15年6 Jlに､先進LhA.]のIlji例を.?':び

ながら世界を視野に入れた一Jj業展開もL-]指すべく｢rJJ=

完非';--･:'利ltI-動法人日本lDDMネノトワーク｣ -と改

称いたしましたC.

響

10(A qlZIZi■･L,l･.i.anr



瀞
日本IDDMネットワーク10年の歩み

1995年

1月1 7日　　阪神,茨路大震災発生

9日3日　全国IDDM連絡協議会(会長薄井俊明)発足

1998年

6月14日　　代表幹事に井上龍夫就任

1 1月8日　　全区)7地区(ブロック)の担当幹事が就任

1999年

11戸∃13 14日　第1回全国悪書家族交流会を愛知県大府市で開催

2000年

8月21 Ej　　特定非営利活動法人全国IDDMネットワーク設立

特定非営利活動法人化に伴い事務局を佐賀県佐賀而(佐賀医科大学小児科内)へ移転

10月28 29日　　第2匝】重囲悪者家族交流芸を大阪市で開催

2001年

1 1FjlO日　日日　rl型楯尿病について考えるシンポジウム｣及び第3回全国患者家族交流会を広島市で開催

2002年

3月　l型櫓尿病[‖⊃DM〕お役立ちマニュアルを5000部作成

1 1月9日10Ej rl型帽尿病悪書の危機管理を考えるシンポジウム｣及び莞4匝便園春吉家族交流会を名古屋市で開催

2003年

3月10日　章覇所を佐賀医科大学からJR佐賀駅前の市民活動プラザ(佐賀而駅前中央118-32 1スクエアビル3F)へ移転

5月～　悪書への心理的精神的サポートに関する調看研究に取り組む

6月　l型相尿病[lDDM]お役立ちマニュアルを2000部増刷(累計7000部)

6月9日　　名称を｢日本IDDMネットウ-ク｣へ変更

12月20Ej 21日　｢1型棺尿病を考えるシンポジウム～医療関係書と愚書家族との理想的な関係を考える～｣及び

第5回全国悪書家族交流会を熊本市で開催

2004年

4月　個人会員募集をスタ-ト(総会喜頚決権はないが正会員より低価格で入芸可能に)

1 0月　スタンフォード大学へl型糟尿病患看(宗野文代氏)を派遣し､同大学が開発した｢セルフマネジメントプログラム｣の

Ej本導入に向けて本格的な準備に着手.

1 1月25Ej　参議院厚生労働委員芸で20歳以上の悪書支穏実矧こ関してr写後の課題だと思っているので､難病対策まで含めて

整理して考え方を示すぺ< ､検討する｣旨の厚生労働大臣害弁や｢継続した治療が一受けられるよう成人の難病対策と

の連携を可能な限り図るとともに､福祉サービスの充実についても取り組むこと｣という同委員会の付帯決言義がつ

くに至る｡

12月4日5Ej　｢l型糟尿病における最新医療を考えるシンポジウム｣及び第6回圭EE)悪書家族交流会を大阪府高槻市で開催

2005年

3月1 3日　　京都大等附属病院移植外科聯島移植チ-ムの医師と｢腰烏移植研究会｣を立ち上げる.

5月　災害時のIDDM春吉の行動支援マニュアルの作成に着手

l型糖尿病llDDM]お役立ちマニュアルPartl (改訂版)を3,000郡発行(累計1万部)

l型糖尿病[IDDM]お役立ちマニュアルPart2を7.000郡発行

8月1日　1型鴨尿病研究宴会を設立

1 0月1日　スタンフォード大学が開発した慢性疾患セルフマネジメントプロクラムのEj本導入に向けて､ E]本慢性疾悪セルフ

マネジメント協芸(伊藤雅浩理事長)が設立｡井上照夫理事長が同協芸役員に就任.

2006年

1月28Ej 29日　　創立1 0周年記烹イベント｢1型糖尿病を考える全国フォーラム｣を乗京都で開催

I),LI,ELK LDDJJ I"JtLL･〃, A lath anllE-L･er.qa巧,

EI'



1型糖尿病[IDDM]お役立ちマニュアルのご案内

特定非営利活動法人日本IDDMネットワークの本

1型糖尿病お役立ちマニュアル

1型糖尿病の患者･家族に必要な｢情報｣を患者･家族の視点からお届けします｡

I…■■初級編　　　　　　　　　　　■7丁稚■中級編

古今､_ i,J3,Jb l　草

や
7

/

っ1型糖尿病≠ /TJlIDDM]　　象

ま判　お役立ち

番マ二ユアJL転p･rlO -
■■lU■ヨ11-7ぺて工1

磨J--　私　-
^　　AJr　⊃

1型頓尿病とその治療

心の問題

学校生活

低血糖を減らせl大作戦

食事とクリセミックインT-ックス

患者･家族の思い

社会保障制度

患者･家族会の役割

専門の医療機関

マニュアルのご注文

l型糖尿病の基礎知識

原島移植の現状と将来

妊娠と出産

l型億尿病の正しい食事療法

歯周病とその予防

悪者への心理的.精神的サポート

家族の思いとそのかかわり方

学校における対応

自動車運転免許制度の改正点と対応

一人暮らしの注意点

就敬一公正な採用に向けて～

1型頻尿病患者が加入できる保横

災害時のインスリン供給

l型槻尿病の医療喪の仕組み

20歳以上の懇書支援策に向lナて

Iお役立ちマニュアルのrパート1｣をご希望の方は､ 1郡につき800円､ ｢パート2｣をご希望の

方は､ 1部につき1.500円のご寄付をお原臥､いたしますo

Jメール､郵送又はFAXにて､マニュアルの送付先と､ ｢パート1を○部｣ ｢パート2を○郡｣の形

で希望吉fほ史をご記入の上､下記までお申し込みくださいD

特定非営利活tb法人日本IDDMネットワーク
〒840-0801　佐賀県佐賀市駅前中央1丁目8-32

1スクエアピル3F　市民活動プラザ内　レターケ-スNO　42

電話090-2713-7849　韓日山(すやま)　E-mall l-net@lSIS OCn neJP

FAX 0952-40-201 1

※当法人専用のFAXではありませんので､送信される場合は

必ず当法人の名称に続けてレターケースNo 42を記載してください0

4ご連絡いただきましたら当マニュアルとこ寄付の事かJ込み用紙を送付させていたたきますC

･JatM.'TDDM ,z l,LulOrh･　　　10th a a lL L'亡,eT･Sa r.V
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敬
人会のご案内

全Jq各地の.恕者･家族会のネットワークを基本として迎常していますが､お住まいの郁迫府tE.JH二瓜H･家族会がない

場合等,ひとりで悩まないで!お'jt矧二お尋ねください｡.

ホームページでも詳細をご紹介していますL-メ 73才紫報FFIL,=爪役flf.乱',立放等も掲峨しています

入会手続(正会員､賛助会昌の場合は､下記の入会申込書を事務局まで送付ください｡)

●正会員･賛助会員入会申込書様式

｢~~~~
l

特定非営利活動法人日本=⊃DMネットワーク

理事長

住所又は所在地

氏名又は名称

年　　月　　日

特定非営利活動法人日本IDDMネットワーク入会申込書

下記のとおり入会したいので､特定非営利活動法人日本IDDMネットワーク定款第7条第2項

の規定により申し込みます

記

1　会員の種別

正会員　　至雲助会員

*該当するものを○で囲んでください｡

*正会員及び肖助会員は､総会で定める会費を納入していただきますD

(平成1 7年度は一口5.000円､何口でも結構です｡なお､見直す場合がありますので､

ホームページでご確認ください｡)

●毎年度､個人会員を募集しています｡

〇〇年度個人会員募集のお知らせ

特定非営利活動法人(NPO法人)日本IDDMネットワークでは､毎年度個人会員を募集しています｡この個人芸員

は正会員とは異なり､総会での議決権はありませんが､そのぷん会費を低く抑えることにより､個人の方でも参加しや

すくなるようにいたしました｡

お住まいの地域に患者･家族会がなかったり､愚老･家族会へ参加するまでには至っていない方々なとへ､IDDM(イ

ンスリン依存型糖尿病､ 1型糖尿病)に関する様々な情報を提供したり､日頃お困りのことなどについてのご相談をお

受けしたりすることで､会員の皆様の声を当ネットワークの政策提言や事業展開に繋げて行きたいと考えております.

以下､募集要項をご覧ください｡ご入会をお待ちいたしております｡

JLLI"a tIJDTZ ･H,hIu'FLl loth αFZFZiL,eJ-5.ar.V
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3.会Ji特典(毎年度見直しますが､概ね以下のように考えています)

(1)メールマガジンの送付(年4回程度)

内容(⊃新製品情報

○製品レビュー

ODM関連医療従事者のお詰(療轟指導士.看護師なと)

(⊃患者(1型糖尿病)の話

○医療福子止情報

⊂)役員雑記

○担当者コラム

〇日本IDDMネットワーク情報　　など

*電子メール環境のない方には､郵便またはFAXでお送りいたしますDご希望の発送方法をお知らせくださいD

(2)当法人作成の本(1型糖尿病[lDDM]お役立ちマニュアル等)の配付

(3)調査研究結果の送付

(4)全国シンポジウムおよび全国患者･家族交流会への案内と参加責の会員割引

(5)地区交流会(地方フロック別交流会を年2箇所程度開催)への案内

(6)会員用メ-リンクリストでの相談やタイムリーな情報提供

※当法人では医療専門アドバイザーとして内科､小児科､移植外科の専門医の先生方に就任いただいております0

4.年会卓(以下は平成1 7年度です.見直す場合がありますので､ホームぺ-ジでご確認ください)

(1) 4月1日から6月30E]までに入会の方　　2.800円

(2) 7月1日から9月30日までに入会の方　　2.100円

(3) 10月1日から12月31日までに入会の方1.400円

(4) 1日1日から3月31日までに入会の万　　　一700円

5.入会方法

○住所､氏名ならびに電子メールアドレスまたはFAX番号を下記宛にお知らせくださいo

(1)電子メールの場合

suyama.e@sage ocn neJp(担当陶山くすやま))　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l

(2)郵送またはFAXの場合

事務局〒840-0801佐賀県佐賀市駅前中央1丁目8-32 1スクエアヒル3F市民活動プラザ内
レターケースNo 42　　特定非営利活動法人日本IDDMネットワーク死

FAX 0952-40-201 1

(当法人専用のFAXではありませんので､送信される場合は必ず当法人の名称に続けて
｢レターケースNo.42｣と記載してください)

(3)電話の場合

TEL 090-2713-7849(担当陶山くすやま)) (個人会員入会希望とお申し出ください)

*.=連絡いただいた方には､会費の郵便振告用紙を送付させていただきますので､お近くの郵便局で納入を

お甑いいたしますo会費納入確認後､会員として登録させていただきます｡

こ寄付のお願い

当法人の事業を､こ支援いただける方々のご寄付をお願い申し上げます｡

郵便振替口座　　口座名義特定非営利活b法人　日本IDDMネットワーク

口座番号01780-7-73905

お問い合わせ先
■理事長/井　上　龍　夫

〒446-0071愛知県安城市今池町2-ト28　2-502　TEL&FAX 0566-98-6016

■事務局
〒84010801佐賀県佐賀市駅前中央1丁目8番32号lスクエアピル3F市民活動プラザ内

T -I-1

TEL 090-2713-7849(陶山専務理事) FAX O952140-201 1

(当l五人専用のFAXではありませんので､送信される場合は必ず当法人の名称に続けてrレターケースNo 42｣と記載してください｡)

ホ-ムページ　http://www5.ocn.ne.jp/-卜net/index.htm

Eメールi-net@isis.ocn.ne.jp
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